


測定方法：
テープサイズ：25mm幅
加 圧：5Kgローラー片道圧着
引張速度：50mm/min

a．初期：室温20分放置後測定
b．常態：室温24時間放置後測定
c．高温時：室温24時間放置後、80℃雰囲気中で測定
d．熱老化：80℃×336時間→24時間室温放置後測定
e．温水浸漬：40℃温水浸漬×336時間→24時間室温

放置後測定

【使用方法】 1.希釈方法
・原液：1に対し、トルエン：5～20（重量比）の比率を目安として希釈して
ください。酢酸エチルでも希釈可能ですが、水分を含んでいる場合がありま
すので、希釈前に酢酸エチル中の水分を脱水剤等で除去する必要があります。
（被着体の表面状態、材質により希釈比率は自由に調節し、5～20倍の比率に
こだわりません。）

・希釈したプライマーは、その日のうちに使いきってください。
＊既に希釈済みのN-200プライマー（Ｃ-100プライマー 10倍希釈相当）もあ
ります。

2.被着体の洗浄
・プライマー塗布面に汚れが付着している場合は被着体に対して適当なイソプ
ロピルアルコール、白ガソリン、トルエン等の溶剤を含ませたきれいな布で
一方向に拭きとってください。

3.プライマー塗布
・清潔なハケ、フェルト等を用い、均一にプライマーを塗布してください。
・プライマー塗布面の材質・表面状態によって必要な塗布量は異なります。

4.プライマー乾燥
・プライマー塗布後30秒～24時間の範囲で乾燥時間をとってテープを貼り付
けますが、乾燥時間は温度、環境、塗布量、及び被着体の表面性等によって
異なりますので所期の目的に適合するか確認が必要です。

推奨乾燥時間：標準状態（23℃、65％RH）で10分間～3時間
・ほこり、汚れ、水滴等が付着しないように注意して、十分に乾燥させてくだ
さい。

・塗布後24時間以上プライマー乾燥を行った場合は、プライマーを塗り直して
ください。

5.テープ貼り付け
・テープは貼り直しができませんので注意してください。
・圧着はローラー等を用いて十分に行ってください。
・貼り付け直後は、プライマーと被着体、もしくはテープとの接着性が弱いた
め、無理な力が加わらないように注意してください。

・冬場等の低温下（15℃以下）では、加温器を用いてあたためてください。



試料：テープ ＃4211（t1.2mmアクリルフォームテープ）
プライマー C-100（10倍希釈）
被着体 塩ビ板（サイドモール材）

試験方法は、2ページb.常態と同じ。但し、直後（1分）は、テープ圧着1分後
に測定。

プライマーの乾燥時間が短い（標準状態：10分以下）場合、初期接着性が低く
なりますが、テープ貼付後24時間放置後の常態接着力は十分な性能を示します。
プライマーの乾燥時間が長すぎた（1日以上）場合も接着性は低下する傾向にな
ります。1日以上乾燥した場合は、プライマーを塗り直してください。

【注意事項】 ・本製品は反応タイプのため、一度缶から取り出され放置されますと、空気中
の水分と反応してプライマーとしての性能が低下していきます。一度缶から
取り出されたプライマーはその日のうちにご使用ください。
・プライマー塗布作業は、換気の良いところで行ってください。

【保 管】

火気厳禁 湿分・水分厳禁 第一石油類 危険等級Ⅱ

警 告

・本製品は揮発性の溶剤及び反応性の物質〈4,4
,
MDI（既存変異原化学物質）〉を含んでおり、

皮ふに付着したり、蒸気を吸入した場合は、皮ふ障害や中毒を起こす恐れがありますから、
取扱いにあたって、製品に添付されている取扱説明書を必ずお読みください。

＊引火性の液体です。 ＊眼、呼吸器系、皮ふを刺激します。

＊吸入すると有害です。 吸入により、感作を起こす恐れがあります。

項目
乾燥

《プライマー乾燥時間と180°ピール強度》 〔N/cm〕

直後（1分）

常態（24時間）

1分

3.5

17.2

10分

8.6

17.2

1時間

13.7

17.2

4時間

14.1

17.2

12時間

14.1

17.2

1日

14.1

17.2

3日

13.3

17.2

1週間

11.4

15.7

開封後は、空気中の水分に触れぬようフタをし、冷暗所に保存してください。






